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平成29年度「産業社会と人間Jiキャリアデザインj
「校外学習J実践報告
北原立朗・塗田佳枝・安達昌宏・福田美紀
小津真i肖・iJJ本直佳・高畑啓一・嶋田昌夫
本校の 1年次生は、様々な体験や活動を通して「これからのお:会の中で自分はどう生きるのかJを考えてい
く。 3月のカナダ校外学習を見据え、必修科目「産業社会と人間j と「キャリアデザインJ(総合的な学習の
!時間)で、行った活動を中心に、本年度の実践を報告する。
キーワード:産業社会と人間、キャリアデザイン、校外学習、科目選択、国際理解、キャリア教育
I 年次の自標
1. r冒険・思索・礼節j の活動による「全局面
的な人間性j の育成
現代は社会が多様化し、国レベルでも個人レベ
ルでも価値観の共有が困難なl時代と言われてい
る。この混沌とした世界で次世代の若者たちに必
要なことは何か。それは「どのような状況に置か
れようともどのような価値基準に照らされよう
とも、常に周りと調和し、つながりを見出すこと
ができる柔軟なj忍考と、たとえ周回と異なってい
ても自らの考えを表明できる確国たる信念を向
個々の活動自体は目標に向かうツールに過ぎず、
活動を通して、あるいは活動から派生する新たな
考えや変化、可能性などの「つながり」を見出す
ことに価値がある。活動のキーワードは3年間同
じであるが、内容は年次が上がるごとに広範化か
っ細分化され、より高い達成度が要求される。例
えば鳥敵する視点なら、スズメの I~良からトンビの
Il良、そしてタカの限へと変化する口具体的には 1
4三次の視点は「自分Jに留まり自己理解が中心と
なるが、 2年次は「地域や社会」に自を向けた課
題の発見・解決、 3年次はさらに広く、学問及び
1]寺に併せ持つ全局面的な人間性」である。 国の枠組みを超えた「世界」に対する研究実践に
本年度 1年次 (24期)生はこの人間性の養成を 取り組んでし¥く。
卒業時の目標とし、目標を具現化するキーワード
として「冒険・思索・礼節Jを設定した。「冒険j
とは未知なるものに対して主体的に行窃jし、与え
られた知識でなく体験を通して学び取る姿勢、
「思索Jは物事を深く掘り下げ、表面的な理解で
はなく高い抽象度を用いて探究する思考、「礼節j
は多角的・多面的に周りを見渡し、無数の価値や
視点を見出そうとする態度を表す。これは本校の
生活目標である「自由・自律・自覚」にもそれぞ
れ対応している。
右は 3 年間の学びを示したイメージI~ である。
卒業まで年次ごとにキーワードに沿った活動を
繰り返しながら目標に向けて上昇してしだ。実は
3年次
2年次
1年次
2. 1年次の取り組み
本校の l年次には「産業社会と人間j と「キャ
リアデザインJが置かれている。前者は2年次以
降の科自選択、後者は学習や社会的スキノレを身に
付けることを主眼としているが、双方ともキャリ
ア教育を下敷きにし、主体的かっ協同的な活動形
をとるという共通点がある。さらに平成 26年
度にスーパーグローパルハイスクーノレ(以下、
SGH)に指定され、 27年度以降は 1年次3月に
カナダへの校外学習が入った。 26年度以前の校外
学習は2年次 12月に実施していたため、 2年次
の「総合的な学習の時間Jで事前学習ができたが、
1年次で実施する場合、 LHRだけでは時間が足
りず「産業社会と人間JIキャリアデザインJに
も校外学習の要素が加わることになった。本年度
も実施日時を交換したり、「産業社会と人間」の
時間にカナダに関する学習を行ったりするなど
して、柔軟に計画することにした口
その両者で目指すのは、混沌とした世界を生き
抜く人間としての基盤を作ることである。このこ
とは意識には上らないが生徒自身の内に存在し
ている学ぶために必要なやる気や興味、好奇心等
を引き出すことと言い換えられる口たとえるなら、
内在する興味や好奇心は「土壌」である口豊かな
土壌の~こ実る作物の質が高まるように、確固た
る基盤があれば学びも広く深くなってし¥く口その
基f誌を作り上げるのが、 1年次で必要なことと考
え、カリキュラムを構想した。
I r産業社会と人間Jの実践について
1 .科目の位置付けと本年度の基本構想、
「産業社会と人間(以下、産社JJは総合学科
の必履修科目に指定されており、科目選択や進路
決定を考える上で要となる科目である口文部科学
省が定める「産社jの目標は、シンブ。ノレながら要
求される内容は多岐に渡っており、カリキュラム
の設定に際しては全国の総合学科で多くの検討
を重ねてきたことであろう。本校においても
れ、生活目標「自由・自律・自覚Jを学ぶ大切な
日寺間になっている。
今、この時代にどのように生きていけばいいか。
この間し 1に対する「正解Jはないが、このような
時代に生きていくための準備はさせなければな
らない。従来の「産社」では、自己の特性を矢口り、
自分の身の回りの「世界j の中でどう生きていく
かを考えさせるところに主題ーがあった。しかし本
年度は、さらに広く遠く物事を捉える視点を養い
たいと考えた。そのためには未知の体験、自分の
持っていない思考方法、気づ、かなかった他とのつ
ながりなどに目を向けさせる必要がある。そこで、
それらを可能にする活動を単元に取り入れ、一つ
の単元の入口と出口、単元関のつながりを重視し
てカリキュラムを組織し直した。さらに、あらゆ
る価値観や自他との「分別j を自在に横断し、自
分の未来に無限の可能性を見出させるため、その
中心的概念に東洋思想の極致である「空Jを据え
た。実際の活動ではイントロダクションに時間を
かけ、単元に意識的に取り組ませた。
次節からは、本年度の主な単元について学期ご
とに述べてし 1く。末尾の「年間指導計画J(資料
①)もあわせて参照されたい。
2. 1学期ーキーワード「冒険J-
( 1 )コミュニケーションキャンプ
本校では入学翌日から長野県黒姫高原で 3IEl 
4日の「コミュニケーションキャンプ」を実施し
ている。このキャンプは「産社Jのカリキュラム
内に位置づけられ、総合学科における学習のガイ
ダンスとしての役割がある。クラスごとの活動は
2日目夜のレクリエーションと最終日の昼食作
りのみで、他はクラス・男女混合の 10名による
活動班で、行い、野外活動やマウンテンバイク専門
のインストラクターが:班に 1名付く。
18回目となる本年度のキャンプで行った主な
アクティピティは、①アイスブレイク、②マウン
テンバイク、③森散策、④班活動で、ある。このう
ち②と③は、奇数班と偶数班で2・3日目に交代
社」は 1年次における重要科白として位置づけら で実施する。年次のキーワード「冒険・思索・礼
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節jに関して、特に②③は「冒険j、④は「礼節」
に焦点を当ててアクティピティを計回し、しおり
や初日夜の年次集会で示した。 以下、それぞれに
ついて述べてし1く。
①アイスブレイク
黒姫に到着した午後、初めて活動班で、顔を合わ
せて行う活動で、ある。 活動班2班をインストラク
ター 1名が担当し、共同作業を通して初めてのイ中
間とコミュニケーションをとり、これからの活動
を進めるにあたって必要な関係性を作っていく。
②マウンテンバイク
マウンテンバイクで野尻湖を一周する。渡され
た地図を見て急勾配の坂道を行くか、平坦な道を
行くかなど、活動班内で話し合ってコースを決定
し、ホテルに帰還することを課した。インストラ
クターには安全面の確保やコース決定のフォロ
一役に徹してもらい、生徒自身が主体的に考えて
行動し、体力差やバイク技術を補し1合いながらミ
ッションを達成することを目指した。
③森散策
地図を頼りに、積雪の多い黒姫高原周辺の森に
i揺されたカードを探し、指定された地点の宝物を
手に入れるというミッションを与えた口ミッショ
ン終了後は恒例の、森の中で 1人になって自分と
向き合う「ソロj も入れた。本年度は、スノーシ
ューを着用し、雪深いiやでも自由に進むことがで
きるようにした点も特徴と言える。マウンテンバ
イク|可1菜、インストラクターはフォ口ーにf散し、
スノーシューを緩いて森の中で宝探し
地|翠とコンパスを頼りに生徒たちが協力し合っ
てゴーノレすることを目指した。特に 2日目の班は
濃霧の中の散策で迷う班が多く、中間地点に到着
した最も早い班と遅い班では 2時間ほどの差が
あった。
④班活動(班の目標設定と報告会)
例年のキャンプでは班長・副班長は中学校の活
動状況を見て教員が指名していたが、本年度はア
イスブレイクを終えた初日の夜に班内で決めさ
せることにした。まず全体会の中で、これから始
まる活動の心構えを伝えた。それは「たまたま集
まったメンバーと 3日間過ごし、協力しながら
味のある時間を作っていくこチームを作るj こと
であり、 41ヨ自に報告会を行うことを発表した。
続いて班で集まり、新しく決まった班長をi中心に
目標を決めた。自標はしおりの日誌欄にも記入す
る檎を設け、自分と班がどのように取り組んだか
を常に意識させるようにした。
3日目の夜は、発表内容と方法について全体に
指示した後、活動班に分かれた。班ごとにローソ
クの明かりを囲んでそれぞれのふりかえりと班
での 3日間について話し合い、報告会に向けて構
想を練らせた。発表は 1班3分、内容は①最初に
立てた目標、②2日間のうち伝えたいエピソード
]つ、③自分たちの班を表す一文(語)と理由、
④チーム名をA4用紙3枚にまとめ、実物提示装
置を使って説明する。
最終日は、30分ほど準備時間を取ってから報告
に入った。雄大な自然の中での様々な体験を通
してどのような班になったかを語る生徒からは、
これからの学校生活を自分自身で切り開き、他者
と協力しながら多くのことに挑戦しようとする
意気込みが感じ取れた。
( 2 )菜園作り
菜園作りは、キャンプ後に学校に戻ってきて最
初に行う活動で、ある。本年度はキャンフ。の活動班
でトウモロコシと枝豆を栽培した。本単元のねら
いは、①作物の生育調査を通して植物の生命の意
義を理解する、②食育を通して野菜や食料の重要
??
性に気づき生活のなかで食を大切にする気持ち
を育む、③各班の畑で栽培することにより責任感
を育むとともに班組織での連携力を高めるの 3
点である。
具体的な活動内容は以下の通りである。① (4
月 3週目)ガイダンス・播種・覆土・かん水・ベ
タかけ、②(5月1週間ベタかけ外し、③(同
3週目)間引き・土寄:せ・かん水・除草・生育調
査、④ (6月 1週目)看板作成・間引き・土寄せ・
除草・生育調査、⑤(向 3週間)摘果・土寄せ・
除草・生育調査、⑥(7月3週間収穫祭(片付
け・ピザ作り・昼食会・ふりかえり発表会)。
このうち、栽培管理・生育調査については6回を
必修とした。実際の指導では教員が各クラスの産
社係や活動班長に作業内容と注意点を説明し、班
長が班員に伝達するとしづ方法をとった。日々の
管理作業は各班で自主的に行わせ、分からないこ
とや疑問に思ったことは教員に相談するよう指
示した。ふりかえり発表会では、栽培の面白さや
苦労、収穫の喜び、チームワークの大切さを発表
した班が多かった。
収穫した作物でピザ作り
( 3 )探求①社会について 単元名:r自在への
階梯，-..;To tfie Vn{imitea ana (sりona，....;J 
社会において様々な知識や技能、考え方を身に
つけていくとで大切なのは、自らの思考を常識で
縛らないことである。この点を入学後間もないう
ちに伝える必要があると考え、例年行っていた夏
季休業中の職場体験を、将来の生き方や目指す方
向性を自ら考えさせる内容に再構成した。
具体的な活動は、①「生き方カルテJを作る、
②プロフェッショナルの話を聞く、③職場.)j包設
訪問である。この3つの活動は、生徒自身の将来
像をふくらませ、職業や労働jに対する既成概念、を
取り除き、自らの「夢」を見出すための足掛かり
となることをねらって設定した。
① 「生き方カルテJを作ろう
まず自らを医師iのような視点で分析し、現時点
の自分の将来像や目指す生き方の方向性をカル
テ用紙(資料②)にまとめた。このカルテをもと
に少人数のグループでディスカッションを行っ
た。互いの将来に向けた考えや目指す職業などを
意見交換することで、将来に対しての意欲が高ま
りイメージが大きく広がることとなった。
将来を語り合うディス力ッション
②プロフェッショナルの話を開く
生徒の{呆護者に呼びかけ、ゲスト講師として授
業をお願いした。保護者は日頃、様々な分野で活
躍する、言-わばその道のプロフェッショナルで、あ
る。そういったフロのリアルな体験に基づく仕事
の内容や喜びを直接諮ってもらうことで、生徒ーた
ちの将来像をさらに深化・拡大することをねらっ
た。賛同して集まってくれた保護者の職業分野は
j様々で、バラエティーに富んだ講師陣を結成する
ことができた。生徒は事前の希望調査で調整した
会場に分かれ、 2人の講話を聞いた。当日は各講
師から、それぞれの職業の具体的な内容や人生に
おける大切なことなどが熱く語られ、生徒も積極
的に質疑を行っていた口また教員と保護者の問で
高いレベルの共同活動を行ったことで双方の理
解がより深まったことは、今後の教育活動におい
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のため学校に待機していたが、幸いどの班も大き
なトラブノレはなく無事に活動を終えることがで
きた。
夏休み明けのふりかえりでは、それぞれの内容
を紹介する資料を作成し、ポスターセッションを
実施した。班の中で発表似IJと聞く側に分かれて行
ったが、特に実際に体験したということで自信に
満ちた態度で発表していたのが印象的だった。一
連の活動を通して、生徒たちが意欲的に将来像を
描き、多様な職業に対する理解を得たのはもちろ
んであるが、それ以上に体験を過して物事を学ぶ
大切さを知ることができたのが大きな収穫と
えよう。て非常に大きな収穫であったと
プロフェッショナルの話を聞く(漫画家)
2学期ーキーワード「思索jー
( 1 )探求②自己について 単元名:r無限への
回廊'"Corriaor to tfie Injミ'niteWor{a-J 
2学期末には 2年次以降の科由選択を決定し
なければならない。科目選択に向けて生徒に必要
なのは、自らの内面を深く見つめ直すと同 1寺に、
これまでの価値観から脱し、自分というものを再
発見する「思案の時間Jである。そのため「自分
とは一体何だろう Ji生きるって何だろう J とい
う哲学的な命題を皆で共に考える活動を計画し、
2回のディスカッションを設定した口
初めのディスカッションで、行ったことは、 1年
次生全員による[無限」をテーマとした語らいで
ある。「人間が思考したことは実現する、これは
か非か」としづ命題を皮切りに自由に意見をや
り取りしたところ、「思考に制限はないJという
考えにたどり着いた。これは自らの思考の制限を
外し、思考をコントロールするトレーニングにも
えよう G
3. 
③職場・施設訪問
上記の事前学習を終え、実際の訪問計画に移っ
た。まずカルテに書かれていた興味のある職業分
野で8会場に振り分け、それぞれの希望を発表さ
せた上で、 3~6 人の活動班を作らせた。前年度ま
でと異なり、本年度は生徒自身が訪問先を決め、
交渉から計画・実施まで主体となって行うという
方法に変更した。変更の理由としては、まず学校
側が用意した体験先に生徒の希望する職種がな
かったり、受け入れ数等の関係から第 1希望の体
験先でなかったりして意欲的に取り組めないと
しづ従来の問題を改善することが挙げられる。も
う1つは、生徒自身の力で訪問先を開拓する「冒
険」を体験させたかったからである。
なかなか交渉が進まず苦労する班もあったが、
最終的には全ての班が訪問先を決めることがで
きた。訪問先で見
聞きしたい・ f本!験
したいことを計
• fi盤 川
JICA埼玉外ク
〈守利?れ よ
あった。
その後、「未開の才能」と名づけた小グノレーフ。
によるディスカッションを行った。 5・6限でメ
ンバーを変えて「筑坂に来て変わったと思うことj
にまとめた
班は教
審査会に進み、当
日の活動を許可
施する
による
?
や「将来のイメージ」などをテーマに自由に語り
合わせた口キャンプの活動班とHRクラスによる
グノレーフ。だったため、気兼ねなく自分の思いや迷
っていることを話し合い、今後の進路に向けての
されて
という仕組みと
夏季休業中
の訪問日に教
IJ寺の対応
-5 
し
は緊
職場訪問ポスター
( 3 )特別支援学校との交流会
毎年、これまで、の価値観が変わる生徒が多い単
元である。クラスごとに筑波大学ド付属学校を中心
とした特別支援学校と交流し、何らかの障害があ
る相手とのコミュニケーションをとる方法を体
で学ぶ。交流前は「どのように接していいかわか
らないJrフォローはどの程度すればいいのかJ
という不安を多くの生徒が抱えていた。しかし実
“無限"をテー マにした子、イス力ツシヨン 際に体験してみると、「相手に障害があることを
忘れ、普通に楽しんでいる自分がし 1たJi白分た意見交換の場にすることができた。ただ諾-り合フ
時間が十分に取れず、話し合いが深まる前に終わ ちよりもずっと楽しそうに生活していたJとの感
った班が多かったのは反省点であった。 想にもあるように、これまで関わりが少なかった
ために|埠害者に対してネガティブなイメージを
( 2 )筑波大学見学 一方的に持っていたことに気づき、それを大きく
「産社j で例年行われている単元であり、活動 変化させた生徒が多かった。聴覚特別支援学校と
内容に大きな違いはほとんどない。本年度とりわ の交流では、古い付き合いの友人のように仲良く
け重視したのは、事前に意識をできる限り高めさ なり、月IJれを惜しんで写真を撮り合っていた。
せることである。そこで、本単元の高IJ題を「叡智の
回廊j と名づけ、筑波大学を通して学問という巨
大な知の体系を体で感じることを目的とした。当
日は希望した分野の講義を実際に受け、関連施設
を見学した口多くの生徒が授業内容に興味を持ち、
また広大な筑波大学に圧倒されていた。ふりかえ
りによると、筑波大に通っている本校卒業生の講
話が非常に参考になったようである。やはり生徒
に近い目線によるアドバイスや大学生活の実際
を先輩から聞けたことには意義を感じやすい。こ
の体験から大学を初めとする進路への関心が-
段と高まった様子が見て取れた。
筑波大学での卒業生講話
特別支援校との交流会
以上のように 2学期の単元では自らのこれま
での考えと向き合い、深く「思索」することを主
題としたが、その意味は活動の前後の考え方の変
化を生徒自身が感じることにある。この「自分は
変われる」 としづ 実感を思索によって抱くことが、
主体的に学ぶ力の基殺となる。これらの単元を終
えた後の科目選択は、入学時や 1学期に考えた時
間害IJから大きく変わることになる。全く異なる分
野に興味を持ったり、自分が本当にしたいことが
分からなくなったりする生徒も少なくなかった。
しかしこれは良い意味での変化と言える。なぜな
ら、これまで漠然と考えていた自分について深く
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考え、真実iJに対IJj寺したことによって生まれた変化 ントを使った発表も許可した。クラスの中の優れ
だからである。 た発表をMVPとして選び、教員評価も加味して
4. 3学期ーキーワード f礼節Jー
探求③つながりについて 単元名:i縁起の海
で生きるために -Vniverse 1 s inV s-J 
3学期は「産社Jにおいても総仕上げの時期で、
ある。これまで多くの体験から学んできたことを
自らの中で結実させ、 2年次から始まる科目群を
中心とする学官に活用できる形にしなければな
らない。同時に l年次のハイライトの行事である
カナダへの校外学習が成功するかどうかも試さ
~/している。
3学期の活動は、「私の人生論Jを1600字でま
とめ、 4分間で発表するというシンフ。ルなもので
ある。科目選択時の決意や将来設計を文章にまと
める活動は「ライフプランj作成として例守三千子わ
れてきた。本年度は、生まれてから今日までの自
らを取り巻く様々なつながり(i縁起J) を意識さ
せ、過去や現在そして未来における他との関係の
中でどのように生きていくべきかを考えさせた。
そこから見出してほしかったのは、自分が良いと
思ったことも悪いと思ったことも全て「縁起Jと
なって現在を形成しているということである。そ
れにより、照りにある全てのことに感謝して接す
ることができるようになる。これが 3学期のキー
ワードである「礼節」の体得で、ある。
作文を書く前には、複数のワークシート(資料
③)を使って準備させた。十分な時間を取って考
えさせたため、自分のこれまでの人生をふりかえ
る機会となったようである。中にはあまり思い出
したくない過去や、見たくない自分の側面に向き
合うことに苦悩した生徒もいた。しかし、そのよ
うな思いは自分だけではないということに今回
の活動を通して気づき、活動が進むにつれて前向
きに作文に取り組むことができていた(資料⑦
[ b J)。
「私の人生論」発表会は3回設定した。初めは
4時i習を使って各クラスで全員が発表する。基本
的な形式は朗読であるが、ポスターやパワーポイ
代表を決定する。このメンバーは年次全体による
発表会に進み、そこで、評価の高かった生徒が研究
大会で、発表する。
年次代表に各クラスから選ばれた生徒は 12名
で、ある。この年次発表会では、これまでの自分の
人生をふりかえる者もいれば、人生における大切
なことを考察する者、「縁起」に関する持論を述
べる者、これからの未来について語る者など、
様々 な角度から I人生論Jを展開していた。ここ
から、研究大会で、発表する 3名の代表を選考した。
研究大会で、 l年次は「私の人生論Jの代表者
3人の発表をメインとした口が、その発表に先立
ち、有志数名が本年度の活動を報告した。発表内
容は基本的に生徒たちが決め、教員はアドバイス
をするに留めた。その結果、単純な活動紹介で、な
く、自身の変容や授業への提言など、生徒ならで
はの興味深い内容となった。
「人生論Jの発表は、年次発表会から内容、パ
ワーポイント(以下、 PPT)ともに改良され、自
信に満ちた態度で、行っており、来場者からも好評
だった。特に従来の「ライフプランJに対して、
自らの人生に対ーする考えを発表するという「論J
を展開していたことに大きな関心が持たれたよ
うである。
本単元を通じて、一人一人が自らの「人生論J
に真剣に向き合うことができた。また自らの過去
の体験や出会し 1から現在の自分へのつながりを
意識し、良いことも悪いことも合わせて自らの人
生で、あるという認識を持つに至ったことが発表
の中に随所に見て取れた。ある 1つの現象の中に
多くの見方や価値を見出そうとする姿勢は様々
な文化や思想が混在する今日の社会に生きる
我々にとって極めて大切であり、今後の学習でも
深めていく必要がある。
5. まとめ
以上、本年度の「産社Jの主な単元を学期ごと
に紹介してきた。程度の差はあるが、どの生徒も
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様々な体験を通して着実に変わってきている。こ
れまでの「産社jで生徒たちが考えたこと・感じ
たことの一部をふりかえりから以 Fに引用する。
[ 1学期1
.コミキャンを通して最初はお互い緊張で、ガチガチだ、った
空気があっという間に仲良くなり、その後の学校生活で
もすぐに打ち解けることが出来た。コミキャンで、の関係
が今でも続いているのがとてもうれしい。
-菜園づくりではたくさんの協力が生まれた。水をやった
り雑草を抜いたり、一人では出来ないことがたくさんあ
るからこそ、協力することの大切さと楽しさを学んだ0
.生き方力/レテを書くことで自分はどういう人間なのか、
これから何をしたいのか、{可に興味があるのかを真剣に
考えることができた。
・「プロフェッショナルの話を聞く Jでは漫画家の先生に
「夢にjおjかつて挑戦したことは経験として残るJという
言葉で無理だとあきらめかけていた夢に挑戦しようと
思っ
・ディスカッションでは言ーおうかどうしょうか迷つてなか
なか自分の意見をはっきりと持てなかったことが反省
点だ、った。次からはもっと自{言を持つ したいと思
った。
-菜園の記録や、職場体験のアポ取りを人任せにしてしま
った。次からは積揮的に勇気を持って自分で、重hし、ていき
たい。
-産社は自分の紹介や夢などについて真剣に向き合うi時間
が長かったように感じた。授業をしていく中で将来が今
までより鮮明に見えてきたように感じた。
[ 2学期1
・職場訪問のポスターセッション発表会では、みんな自分
のil'動内容を誇っている保子論が兇てとれて、とても良い
と思った。
・特別支援校との交流会では衝撃を受けた。今まで障がし、
を持っている人と関わったことはなかったためコミュ
エケーションが取れない人という偏見があった。しかし
彼らは何事にも全力で積樋的に取り組み、そんな彼らの
様子を見ていてこっちが元気になれた。
・筑波大学見学でものの見方や考え方が 2学期で大きく変
わったと思う。人間は成長できる、ということを知るこ
とが出来た0
・「無[)RJ をテーマとしたディスカッションでは何か一つ
が正しいということではなく、お互いが自由に話せるこ
とはとてもありがたかった。自分も相手にとっても有誌
な経験を得ることにつながった。
・反省点として、様々な活動に対しでもっと事前に準備し
ておけばよかった。前からもっと余揺を持って準備して
いたらせっかくの活動がもっと有意義にできたと思う 0
・科目選択ではとても悩んだ。臨も含めて--fl寺は最初の
忠、し 1と違う選択を考えたが産相:での体験を経て結局も
ともと決めていた時間割lにした。今ではとても納得で
きてし、る。
[ 3学期l]
-人生論では 1600宇と開いて最初は多いと思ったけど、
考える経これまでの人生を全部言語り切れなくてどこの
エピソードをピックアップするヵ、寸ごく悩んだ。
-過去をクラスで話すというのは過去に少し自信が持てる
し、心を閉し¥1こ気持になるのでお互い聞けてとてもよ
かった。
-一つのテーマに対してディスカッションをする場合、一
つのグループだけで行うのではなく、選うメンバーで
複数日行うと内容がさらに深まると思う。
. I人生論Jをはじめ産社の活弱jを通して自分の意見が持
てるようになった0
・大人の「人生論lも聞いてみたい。私達より人生を長く
生きている人がどう思っているかを知りたい。
.これが
ぶことがでで、きたO そこに新たな発見がありこれからに
つながっていくと思う。
・人生論では自分の思い出したくないことを思い出して辛
かった。無理に過去と向き合わせることのないやり方
や仕組みを変えるのはいかがでしょうか。
・私の人生論を書け、と言われたとき嫌な過去と向き合わ
なくてはいけなかったが、苦しくても自分と向き合っ
たことで夢の原点を改めて考えることができ
・産主Lの意義は周りの世界を広くうJったうえで、自分につ
いて深く考えさせてくれるもの。
上守己からは、@~社の活動を通して生徒の中にあ
った価値観が様々な形で変容していく様子がう
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かがえるD 特に 1学期は様々なことにチャレンジ
し、多くの人との出会いや体験を通して自らの夢
や進路に向かつて視野を広げられた。また他者と
のディスカッションが、漠然としていた自らの進
路にある程度の方向性を見出すきっかけになっ
たようである。課題としては、グループ活動で班
長に任せきりになってしまうなど生徒によって
関わる度合いに差が出たことが挙げられる。また
菜園活動の収穫祭では各グループのふりかえり
が浅いものに留まった。活動のねらいについて事
前に理解を深めさせればさらに効果的な活動に
なったのではないか口
2学期は当初の計画通り、多くの思索の!時間と
なった。科目選択という現実的な目的の前に設定
した特別支援学校との交流や大学見学、生徒同士
のディスカッションではこれまでの価値観がリ
セットされ、戸惑った様子も見られた。しかしそ
れこそ教員がねらったことである口周囲から勧め
られるままに決めるのではなく、自らの生き方や
進路を決断するという作業にしっかり向き合わ
せるために必要だからである。多くの体験や情報
の中で迷いながら、それでも決定していくことに
は覚悟を要するが、再三記してきたように正解の
ない中から選択することは多様化する社会に必
須の能力である。ふりかえりによると、生徒の中
には深く思索している者もいた。そうした考えを
交流させる機会を設ければ、さらに一人一人の考
えを深めることができたのではないか。
3学期は「私の人生論」が中心だったが、生徒
の多くが自らの過去に一区切りをつけ、新たな気
持ちで次に進むという節目となったようである。
また「人生論」に取り組むことで、産社の目標の
1つである l産業社会における自己の在り方生き
方について考えるJことについて、一人一人が自
分なりの答えを出すということができていた。|司
Il寺に他の生徒の「人生論」を聞くことによって、
多様な価値観や考え方、生き方を知ることができ
たのも他者理解につながる成果である。ただ「人
生論」の事前準備として行った、これまでの自分
を振り返る「マンダラ」作成において、一部の生
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徒にある種の辛さを強いたことには検討の余地
がある。誰しも思い出したくない過去というもの
は存在する。今回の「人生論Jでは「陰の縁起J
としてあえて向き合わせたが、それによって不安
を掻き立てられた生徒がいたことも事実である。
それらの生徒に今回のような活動を行わせる
味や今後への影響について、検証していく必要が
ある。
本校では「産業社会と人間Jのカリキュラム作
成は当該年次の教員に委ねられている。年度によ
って内容が変わっているように見えるが、教員か
ら押しつけられた学習ではなく、体験の中から生
徒自身が大切だと思ったことを主体的に学び取
り、自らの将来につなげていくという理念は共通
している。また、「自分の中にある可能性に気づ
き、それを広げられたj という認識を生徒自身が
実感として感じ取ることも大切な要素で、ある。な
ぜならそれこそが「成長Jであり、自らを高め、
反省する術を「体得した」ことになるからである。
これらのことや時代の要請を考慮しつつ、カリキ
ュラムの更なる検討と改良を試みたい。
m iキャリアヂザインJの実践について
1 教育課程上の位置付けと本年度の概要
( 1 )平成27年度以降の「キャリアデザインj
平成23年度から始まった 1年次必履修科目「キ
ャリアデザイン(以下CD) Jであるが、 27年度
からは「総合的な学習の時間」として実施するこ
とになったD それに伴い、時間帯は隔週土曜日 1
限'"'-'3限から毎週土曜日の 1・2限に変更され、
担当者の数も年次回に年次外の教員が加わった
12~14 名から年次回 8 名に減った。もう I 点変
わったのが目的である口そもそも IC DJは、
業研究Jまでを見据えた本校での学習をスムーズ
に進めるための学びのスキル、ソーシヤノレ・スキ
ル、マネジメント・スキルを身につけることを呂
的に設定された。しかし 27年度以降は 1年次に
カナダへの校外学習があることから、事前学習を
通して「地球市民性の醸成を目指Jすことも目的
に加わった。それを達成するために、どこに焦点
を当てるかは当該年次によってやや異なる。次に
示したのは、 27年度・ 28年度が重点項目として
育成を目指した資質・能力である己なお丸数字は
便宜と筆者が付したもので、両年度とも資質・能
力は並列的に挙げられている。
{平成 27年度]①セノレブ・マネージメントカ
②学びのスキノレ ③課題発見・解決への考え方
④地球的視野に立った考え方a
{平成 28年度}①人間関係形成・社会形成能力
②自己理解・自己管理能力 ③課題対応能力
④キャリアプランニング能力 ⑤イノベーショ
ン創出に向けて必要な資質 ⑥グローバノレ人材
に必要な資質
27年度は、主体的学習に関する能力 (_c_記①②
③)と地球市民性(④)に大別できる。一方 28
年度は学習より大きく捉えた自己形成(②③④)
と、社会参画に必要な資質・能力(①⑤⑥)に
践が置かれている。
( 2)本年度の基本構想
本年度は 27年度に近く、①調査の基本を体験
しながら学ぶことで学びのスキノレを身につける、
②校外学習の事前学習を通して視野を広げ、多様
な価値観の中で主体的に生きる態度を養うとい
う2点に重点を置いた。 1年次であること、自己
形成・人間関係形成力は「産業社会と人間」で行
うほうが本年度の計画では効果が見込めること、
校外学習を充実させることが主な理由である。
特に平成 26年度以前の iC DJの流れを汲む
①では、「自分で調べることの面白さに気づかせ
るJことを重視した。個人の興味・関心に基づく
テーマを試行錯誤しながら調べることが、知的好
奇心を育み、主体的な学びにつながっていくと考
えたからである。生徒には年度当初のガイダンス
で、(a )自ら調べることの面白さを体感する、(b ) 
筑坂での学びのスキルを身につける、(c )校外
学習を充実させるために必要な知識や態度を身
につけるという 3点の目標にして示した。
( 3 )年間計回
1学期は、調査を行う tで必要なリサーチ・ス
キノレのガイダンスと、個人で調査しレポートにま
とめる活動を設定した。上記目標(a )(b )について、
役割分担が必要なグループではなくまずは個人
で行い、基礎を身につけさせる。 2学期以降は 1
学期に学んだことを生かしつつ、重点は徐々に目
標(c )に移行する。 2学期は、まずカナダに関す
る基礎知識を学ばせるため、グ‘ループ。による文献
講読・発表を行う。次に文献講読で担当したテー
マについて PPTで発表させる。合間には筑波大
の東南アジア留学生との交流活動も設定した。
3学期は、当初はトロント市内のエスニックタウ
ンの 1つを担当し、タウンの特徴やその-母国につ
いて調べながら自主研修の計画を立て、価値観の
異なる人々とどう生きるかを考えさせる予定で
あった。しかし 8月の下見で実行するのが難しい
と判断し、トロント市内の自主研修の行程作成に
変更した。年間計画は資料④に示した。
i C DJの基本構想(や年間計画もまた、 1主主で
挙げたキーワード「冒険・思索・礼節j に対応し
ている。 1学期の調査は、今後必要になる基礎的
なスキノレについて試行錯誤しながら理解してい
く。 2学期はカナダについて調べるだけでなく日
本や他の国と比較することでさらに深く思考す
る。 3学期は班員と協働してテーマを考え、一様
?与えられた時間に自分たちだけの価値を見出
そうとする活動で、ある。以下、各学期の詳細を述
べてし 1く。
2. 1学期
( 1 )リサーチ・ガイダンス
i C DJや「卒業研究」など年次で行う授業で
調査やレポート作成に取り組ませる際、どのよう
な事前指導を行うかは大きな課題である。筆者が
担当した年次の多くは、全体で心構えやポイント
を説明し、あとはぜミに分かれて担当教員が個別
指導を行っていた。しかしこの形態では教員間の
差が大-きく、生徒の不満も出やすい。 1人の教員
が年次全体に向けて指導することもあったが、大ー
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教室では講義形式にせざるを得ず、一人一人に届
きにくしL
そこで本年度は、担当者8名が4クラスを回っ
て生徒とやり取りをしながらガイダンスを行う
ことにした。具体的には担当者が 2名ずつに分か
れ、①農業系/生活系の研究の特徴、②工業系/
人文系の研究の特徴、③レポート・発表のしかた、
④テーマの決めかた・進めかたの4つのテーマを
それぞれ 1時間で説明した。①②は本校の科目群
に対応しており、過去の「卒業研究Jを使いなが
ら説明した。③についてもある卒業生の 1年次か
ら3年次までのレポートの実物を用い、改善点や
良い点を考えさせた口このように、過去の成果を
学習材として使える点は「卒業研究J20余年の蓄
積がある強みである。加えて本年度の 1年次の教
が専門教科-普通教科とバランス良く配置され
ていたことも、各自の得意分野で事前指導が行え
た理由の 1っと言える。
さらに「卒業研究j まで使える探究学習のテキ
ストとして「学びの技 14歳からの探究・論文・
プレゼンテーションj](後藤芳文ほか、玉川大学
出版部)を持たせた。実例が多く、生徒が自習す
る上で、も使いやすい。さらに 1学期に最低限守ら
せることを、段落のある文章・引用のノレーノレ・質
疑を含む発表のマナーに絞り、各担当者が共通し
て指導することにした。
( 2 )個人調査
個人調査では、無作為に作ったクラス混合の 20
名クツレー フ。を 1名の教員が担当した。 6月の4回
を調査や発表準備の時間にあて、 7月には調べた
内容について発表 3'"'-'5分、質疑 3'"'-'5分(1名
の持ち1]寺田!J8分)の中間報告会を行う。正味61時
間の活動時間しかないため、できる範聞のテーマ
を設定するよう注意し、 1Hゐの本を読んでまとめ
るブックレポートも許可した。報告会は討議しや
すいようにクずループ。を 10名の班に分け、発表で
ない班はレポートを作成させた。発表資料はパワ
ーポイント・実物・写真など使用も含めて任意と
する口報告会でもらった他者からのコメントを元
に、最終的に 1200字以上2枚以内のレポートに
まとめた。
レポート作成や発表を初めて体験した生徒が
多かったが、学んだことも多かったようである。
レポート批評会まで終えた時点で書いた「ふりか
えり」では、「レポートはただ調べて書けばいい
ものだと思っていたが、構成や内容の分かりやす
さなども考える必要があって大変だったJi (調べ
る上で)計闘をきちんと立てることが一番大事だ、
と思ったJなどの記述が見られた。そして構想時
に重視した探究の楽しさに言及する生徒もいた。
「自分の身近なところでできるテーマだったの
で調査していてとても楽しかったJIやっていく
うちに提出の為の作業でしかなかったものが探
究心をくすぐって調査がだんだん楽しくなって
きたん本格的に取り組むのは初めての生徒がほ
とんどであったレポートも発表も、確かに不十分
なところは多い。しかし自ら知る楽しさを感じら
れれば、それが次の調査をより良いものにしよう
とする動機づけになるだろう。
( 3 )レポート批評会
9月に入って、レポートの批評会を行った。ね
らいは、他者のレポートを読み、興味を広げたり
良いレポートを考える参考にしたりすること、ま
た評価表(資料⑤[a J) を用いて実際に評価し
てみることで評価の観点を知ることにある。手)1演
は以下の通りである。①レポートを読み、コメン
トを付け合う(5人X4班)、②チェック表を配
り、評価のポイントを説明する、③自己評価、④
2'"'-'3人で相互評価、⑤教員がチェックしたレポ
ート(評価表は任意)を返却する、⑥ふりかえり・
共有。
①では体裁や論理性の評価より、面白いと思っ
た点、疑問点や質問、改善へのアドバイスを見つ
けさせることに重点を置く。 自分の書いたレポー
トだけで善し悪しを判断することは難しいため、
まず他者のレポートを読ませ、大まかな基準を形
成させた上で、評価に取り組ませた。しかし、その
評価も教員の評価には及ばない。現時点の水準で、
満足せず、「卒業研究j や卒業後にも使うことが
できるスキルを身に付けさせるため、自己評価・
相互評価の後に教員の評価を伝えることにした。
「ふりかえり jではガイダンスで示した自標(a ) 
( b)以外に、他者からのコメントで自分のレポー
トが良くなること、上手なレポートや発表を取り
入れたいことなど、他者1こ学ぶ大切さへの言及が
複数見られたことも興味深かった。さらに I(他
のレポートを読んで)その人がこんなことを好き
なのかとか、(あるテーマについて)知っていた
けど、こんなふうにできていたんだなあと思うこ
とがたくさんあったJI (同じテーマでも)それに
関する感じ方は様々でそこがレポートを個性的
で面白いものにしていると思ったJなど、他者が
調べた内容を純粋に楽しむ指摘も見られた。今後
ンストレーションを行った。
( 2 )文献講読
1学期の個人調査では、初めての調査だった
ことや時間の制約も関係するであろうが、 Web 
の情報や友人への開き敢りだけで安易に終わら
せる生徒も少なくなかった。そこで文献を読み、
解釈し、人に伝えるという文献講読の活動を設定
した口 1 学期と同様、教員が生徒 20~l を担当す
るが、その中で 3~4 名の 6 班を作った。講読の
テキストには『はじめて出会うカナダ~ (日本カ
ナダ学会編，有斐閣)を使用し、「カナダの文化・
芸術JIカナタマの教育JIカナダの農業と農作物J
「カナタマの環境問題J I日系カナダ人J I日本と
カナダJ I移民政策・多文化主義J Iカナダの先
も自他ともに楽しみながら調査の質を高めてい 住民J Iカナダの社会保障Jのし吋丘れか 1章を各
くことを期待したい。Jj)Jが担当した。班のメンバー及び、取り扱う章(テ
ーマ)は無作為に決定し、メンバーやテーマに左
3. 2学期
( 1 )カナダリサーチ・ガイダンス
2学期は、校外学習の訪問先であるカナダにつ
いて基礎的な知識を得る活動を中心に行った。目
的は 1学期に学んだ調査に関するスキノレの定
-深化とともに、カナダに関して興味を持ち、
世界や身の回りの物事を多面的にみる視座を獲
得することにある。訪問先について知ることは校
外学習への意欲を喚起し、内容をより充実させる
ことにもつながっていく。
カナダリサーチ・ガイダンスでは「カナダにつ
いて調べ、日本と比較することで視野を広げるJ
ことを 2学期全体の活動のゴーノレとして生徒に
提示し、カナダの基礎知識、カナダの独自性、今
後のカナダリサーチで扱うテーマ(後述)の紹介
を行った。続いて、 9月から本年次に加入したカ
ナダ人留学生が高校生の視点でまとめたカナダ
のスポーツ、ポップカルチャ一、日常で感じる多
文化主義に関する発表を聞かせた。最後に、 2学
期 IC DJの主な活動である文献講読やカナダリ
サーチに向けて、生徒の参考となるように教員が
実際に丈献講読のレジュメを作成し、発表のデモ
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右されず主体性を持って活動し、興味・関心を高
める有意義な時間とするように心構えを説いた口
生徒はクマループ。で協力しながら担当の輩を精
読後、レジュメにまとめて発表ーしたむレジュメは、
①章の要約、②このテーマと関わる日本のことに
ついて調べた内容(任意)、③興味を持ったこと・
疑問に思ったこと・さらに調べてみたいと思った
ことの 3点からなる。①でA4用紙 1枚、②③で
もう 1枚を目安にまとめさせた。発表時間は 1班
あたり 10~15 分、質疑・ディスカッション 10
分程度とした。他の班の発表や質疑によって、担
当以外のテーマについても学ぶことができた。
( 3 )カナダリサーチ
続いて担当したテーマの中で、文献講読で得た
知識やレジュメに記した興味・疑問、発表で他班
から受けた質問などからトピックを決め、調査結
果と考察を PPTにまとめて発表させた。発表会
は閉じトピックを扱うグ、ループ。が集まって発表
し合う「分野月IJJ、文献講読発表を行ったグルー
プ内で行う「分野混合」の 2@]実施した。発表形
式は共通とし、 1班あたり 8分(発表時間 5分、
質疑3分)の発表とした。 PPTを用いたグループ。
発表は、 l年次の授業の中で初めての体験となる。
そこで l回目の分野別発表会は2回目のリハー
サルと位置づけた。他に、テーマについてある程
度の共通理解があるため、より有意義な質疑が
能となるとのねらいもあった。
実際に、分野別発表会では同じテーマを扱いな
がらも着服点や解釈に差異が生まれ、異なる結論
が導き出されたケースもあった。このように他の
ク守ループ。の発表を樹くことも多様なものの見方
や考え方に気づくことにつながるであろう。
分野別発表会での質疑応答
分野局1)発表会でもらった他班からのコメント
やアドバイスを参考に、必要に応じて追加調査や
資料の改良を行い、分野混合発表会に臨んだ。発
では内容・資料・態度に関する評価項目を示
し、各1涯を評価させた(資料⑤[b ] )。終了後
は教員による評価表を配布し、自分が付けた評価
と比較させた上で、 2学期のふりかえりを行った。
ふりかえりからは、効果的な発表資料の作り方
や発表者のマナーに意識が向いたことがうかが
える。また「全然社会保障なんでわからなかった
けど、その分たくさんの疑問が生まれたし、他の
班の発表を通してカナダのことを深く知ること
ができた」など、担当したテーマ以外にも興味を
持った様子が読み取れた。一方で、生徒同士・教
からのフィードパックが不十分ではなかった
ことは課題として残る。複数回の発表機会を設け
たことで自身の発表を顧みる機会はあったと思
われるが、分野混合発表会を除いて具体的な改善
点を教員が指摘したり、生徒が話し合ったりする
時間をとることができなかった。
(4 )東南アジア学生との交流
2学期のカナダリサーチの問に f産社j との共
通単元として、東南アジア学生との交流 IAIMS
Meet and Greet!jを行った。本校には年に 2回、
AIMS (ASEAN International Mobility for 
Students: ASEAN各国の人材育成を図る留学プ
ログラム)で筑波大学に留学している東南アジア
学生が来校する。この機会を活かし、自分とは異
なる言語・文化を持つ人と何とかしてコミュニケ
ーションをとる、英語でインタビューをする、日
本・カナダに加えてもう 1カ国について知ること
をねらいとした交流学習を実施した。 具体的には
カナダリサーチの 20 人グループに 3~4 人の
AIMS学生を迎え、次の 2つの活動を行った。
①多言語ワークショップ(最初に AIMS学生
の母語で説明される出身国や文化につい
て聞き、その後に同じ内容の英語の説明を
聞いて答え合わせをする)
②英語でのインタビュー(カナダリサ)チで
扱っているテーマを中心に、 AIMS学生の
出身自の状況をインタビューし交流する)
英語でのインタピ、ユー
ほとんどの生徒は日常的に外国人と触れ合う機
会が少ない。よって「産社」の授業時間に事前学
の時間を設け、留学生の母:国の基礎情報につい
て調べ、英語での質問を準備してから本活動に臨
んだ。
交流を通して、生徒は留学生の聞に対して関心
を持ち、互いに伝え合う喜びを感じることができ
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た。さらに「日本とカナダやそれ以外の国では言
語も違えば歩んできた歴史も文化も違う。違う
国々の人が深く交流していけるようになるのは
多文化理解をすることが大切なのではなし、かと
思ったJi (留学生に)W英語は話せるほうがし 1し叫
と言われたことがとても印象に残っている。今の
社会には英語が必要不可欠で、英語としづ言語で
自分の世界観が変わると感じたJなど外国語習得
の意欲や多文化共生に関する気づきも見られた。
4. 3学期ーカナダ自主研修行程作成一
3学期は、校外学習の4日目に予定されている
トロント市内班別自主研修の行程を作る活動に
取り組んだ(資料⑥)口先述の通り、当初はトロ
ント市内に点在するエスニックタウンのいずれ
かを訪問し、その文化について調査する予定だっ
たが、タウンの規模や治安などの事情により全て
の班にエスニックタウンを害IJり振ることが難し
いと判断した。そこで、カナダリサーチで興味が
広がったことを活かし、自主研修のテーマ、キャ
ッチフレーズ及び行程を決める活動に変更した。
トロントは多傑なルーツを持つ人々が互いを認
め、共に暮らす都市である口よって自主研修が
様々な場所・人・モノ・光景の中から異なる文化
の共存を見つけ、多文化共生について考える機会
となるような計画を考えさせた。
活動の手順は以下の通りである。①自主研修で
やりたいことを個人で付築に書き、クラスごとに
まとめた資料を掲示する、②掲示資料もふまえて
自主研修班(基準4名)を作る、③班としてやっ
てみたいこと、行きたい場所を挙げ、実現するた
めに調べる、④行程表と発表資料を作成する、⑤
行程発表会、⑥報告会 (4月)。行程表や発表資
料の作成にあたっては、約 40班を教員8名で分
担し、指導した。
並行してカナダに関して興味のあるテーマを
各自で決めさせ、調査を行ってA4用紙 1枚のレ
ポートにまとめる活動も課した。冬休みに興味の
あることを3つ簡単に調べる宿題を出し、出発前
にテーマを 1つに絞り、さらに調べたり、現地で
見たり閉し、たりしたいことについて準備させた。
レポート作成は春休みの宿題としたが、作成前に
l学期!のレポート批評会で用いた評価表を示し、
体裁・内容を向上させることを意識させた。
自主研修報告会、個人レポート発表会は、 2年
次の4月に設定した。 2学学:期に PPT資料を用い
たクグ、寸、ル一ブ
が、これらの調査に関するスキノレは多くの機会を
体験してこそ身につくものである。確かに発表態
度は以前より t達しているが、 「良い聞き手」の
育成は今後の課題として挙げられる。 1学期には、
質問が出ることは発表が悪し 1せいだと考える生
徒もいた。 2年次の始めでも発表内容を;理解する
のに必死だ、ったり他の人に任せたりして、その場
でコメントが言えない生徒は少なくないD 他者の
発表に興味を持つ段階からレベルを上げて、発表
の場に主体的に関わる生徒を育てていきたい。
5. まとめ
ここでは、生徒の実態から 1年次の活動を終え
たu寺点での成果と課題を簡単にまとめておく。ま
ず本年度に重視した「①調査の基本を体験しなが
ら学ぶことで学びのスキルを身につける」という
点である。 1学期のレポート作成、 2学期の 3田
の発表を体験することで、調べたことをただまと
めたり発表したりするだけでなく、「ノレーノレを守
って分かりやすく伝えるJ重要性に気づくことは
できたが、標準的なレベルまで達しているとは言
いがたい。しかしこれらのスキルは一朝一夕で身
につくのではなく、多くの機会を設定し、その都
度顧みさせることで少しずつ上達するものであ
る。したがって発表と同機、ふりかえる時間も重
視し、 H寺聞を確保する必要がある。
年間を通した課題としては、教員間の評価の揺
れが挙げられる。これは「産社Jや「卒業研究」
など 8~J 以上で担当する科目にも共通する。評価
表によって評価項目の共通理解は図ったが、 3段
階ないし 4段階の評価基準のすり合わせは行え
なかった。どのレベルに達すれば「とてもよしリ
なのかというルーブリックを作成すれば統一し
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た指導が可能となり、生徒に事前に示すことで達
成目標にもなる。
次に「②校外学習の事前学習を通して視野を広
げ、多様な価値観の中で主体的に生きる態度を養
うJの前半部については、カナダリサーチを通し
て視野を広げ、異文化への興味を高めることがで
きた。自分の周りに存在する多様な価値観につい
てもAIMSとの交流や他者の発表から体感し
ている。同時に、 f自分の中で外国人と言うだけ
で、壁を作っていましたが、意外と自分の知ってい
る英語や身振り手振りなどで伝わったので、外国
人と言うだけでなく同じ人なんだと思いました」
等の記述からは言語や文化を超えた普遍性に目
を向けていることもうカ瓦がえる。
今後の課題としては、これらの多様な価値観の
中で「主体的に生きる態度j を養っていくことが
ある。 3学期の活動内容が変わり 1年次の活動に
は入れられなかったが 「近くの牛井屋で働いて
いる外国人が日本語をあまり話せていないので、
コミュニケーション能力を発揮してカバーした
しリなど、多文化の中で、生きることを自分の問題
として考察している生徒も少数ではあるが見ら
れる。この当事者意識を多くの生徒が持ち、行動
に移していくことができるよう働きかけていく
必要がある。
以上、本年度の ICDJで重視した 2点につい
て述べてきた。これら以外に生徒が言及したこと
として、学びにおける他者の存在がある。例えば
「岳分で読み返すだけでなく他の人に読んでも
らうことで良いレポートができるJI自分のプレ
ゼンや他のプレゼンを聞いたり発表したりして
議論することに楽しさを覚えた」等である。確か
に協働できなかった班もあったが(資料⑦[d J)、
他者に、あるいは他者とともに学ぼうとする姿勢
はこれからの世界を生きていくうえで必要不可
欠であろう。先に述べた課題とともに、 2年次以
降の学習の中で育てていきたい。
最後に、土曜日は部活動の試合が入り全ての生
徒・教員が揃う日ばかりではない点、コンピュー
タが160名分ないため割振に苦慮している点とい
うハード面の課題も付しておく。
平成 23年度から続いた ICDJはカリキュラ
ムの改訂により本年度で終了する口次年度 1年次
生が横並びで、取り組む科目・活動は「産業社会と
人間j と rL HRJのみになるが、校外学習は 1
年次の同時期に実施される。本校での学びや調査
に関するスキルの育成、及び校外学宵の事前学習
について求める水準や内容を変えるのか、変えな
いならどこでどのように行っていくか。 1年次回
だけでなく 1年次必修科目や 2年次以降の科目
を担当する教員が考えてし¥かなくてはならない口
N. カナダ校外学習について
1 .校外学習の目的
本校では、平成8年度(2期生)から約 20&j三
に渡ってアジア諸国やオーストラリアへの校外
学習を行ってきた。本校の海外校外学習の目的は
下記の通りである。
ア)自国の文化とは異なる文化閣で生活する
人々との交流を通じて、異文化について
び、同時に自国の文化を見直し、多文化共
生への視点を養う。
イ)自国とは異なる社会環境や自然環境の中で
見簡を広げ、国際的視野を養うとともに、
地球市民性の早期育成を図る。
本校に入学する生徒の多くが海外への渡航経験
を持たない。そこで、 1年次の 3月という比較的
早い段階で校外学習を実施することで、特に目的
のイ)に掲げられている「地球市民性の早期育成ム
キャリア意識の形成や、 2年次以降の科目群での
学びへの発展、 SGHプログラムに積極的に携わ
る姿勢の酒養を臣指している口
3年目の本年度は、前年度までのパンクーバー
から東部のトロントへ訪問先を変更した。変更の
理由の 1つには、カナダ園内でも特に多様な背景
を持つ人々が共生している地域であることが挙
げられる。人口の半分程度を国外で生まれた移民
が占めると言われるトロントは、本校 SGHのね
らいに含まれている多文化共生について街散策
?
?
やホームステイ等の実体験を通して学ぶのに適
した環境だと判断した。2つ自に、市の中心地に
近いところにナイアガラの滝やアルゴンキン州
立公園など、カナダを代表する豊かな自然が存在
しており、自然と人の共存のあり方について深く
学ぶことができると考えたからである。これらを
踏まえ、 24期生の校外学習では、「人と人、自然
が共に生きるためにj というテーマを掲げ、生徒
たちに視野を広げ、これからの世界でどのように
生きていくかを考えさせることを目的として、現
地でのプログラム、 ICDJ、IL HRJ での事前
指導、事後指導を行ってきた。詳細については IC
DJの章を参照されたい。
2 実施日程・プログラム
本年度は平成 30 年 3 月 13 日(火)~20 日(火)
の6泊8日の行程で実施した。スケジュールの概
要は資料⑥に示している。燃油代金の高騰による
影響や、年度末の他の学校行事との兼ね合いから、
10日から 2週間の問で実施してきた前年度まで
に比べてやや短い日程になったが、これまでの活
動を参考にしながら F記のフログラムを設けた。
( 1 )ホームステイ
22期生、 23期生に引き続き、全生徒にホーム
ステイを体験させた。 2人組または3人組で、 ト
ロントから車で 1~2 時間程度の郊外にあるパ
リーやオリリアの家庭に滞在したD なおカナダ到
着目は体調を整えるため、帰国日前日は帰国便の
搭乗に余裕を持たせるためホテノレ泊とした。
特に、終日ホストファミリーと過ごした週末は、
ホー ムステイファミリー と
アイスホッケーの観戦や、メープルシロップ収穫
祭への参加、セントパトリックデーを祝うパーテ
ィーなど、各家庭の多様なパックグラウンドと生
徒の興味関心に応じて思い思いに楽しんだよう
である口ホストファミリーとの関係は比較的良好
で、出発直前に先方の都合がつかなくなったケー
スを除いて滞在先の変更は生じなかった。
( 2 )自然体験活動 (3コース)の実施
lで記したように、日本とは異なるその国なら
ではの自然・環境を体験することによって見聞を
広げることは海、外校外学習の目的の 1つであり、
これまでも必ずプログラムに入っていた口今回ホ
ームステイで滞在したパリー・オリリアはトロン
トからさほど遠くないが、豊かな自然が広がって
おり、人々は自然と調和しながら生活している。
そこで自然体験活動の日を設け、 A カナダ自然
文化体験、 B カーリング・スノーチュービング、
Cスキーの 3つのコースから希望を取って体験し
たo AはCAMPTAWINGOという自然教育施設
で、メープルシロップの採集、雪の中の散策、先
メープルシロップ採集の様子
住民族の文化であるドリームキャッチャーづく
りなどを体験した。現地施設のインストラクター
は非英語話者の指導に長けており、易しい英語で
説明をしてくれたため、生徒も楽しみながら先住
民族の歴史も学ぶことができた。 Bはカーリング
とスノーチューピングというカナダ人にとって
人気のあるウインターアクティビティーを半日
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ずつ体験するプログラムであった。カーリングは
地元のチームが指導にあたり、生徒は英語での指
示も熱心に開いていた。 Cでは熟達度に分かれて
インストラクターからレッスンを受けた。 A~C
いずれのコースにおいても、多くのカナダ人がそ
うであるように、生徒たちも厳しくも雄大な冬の
カナダの自然を楽しみ人々と自然との共存につ
いて考える機会になったようであった。
ストンにある Queen'sUniversityは、カナダ建国
前の 1841年に創設されたカナダの名門大学の1
つである。高円宮憲仁親王が留学されていた大学
としても知られている。 24期生担任問に同大学に
留学経験を持つ教員がし¥た縁で、 SGクラス 39名
が2日目に訪問した口なお向日に 1Gクラスはロ
イヤノレオンタリオ博物館の見学とトロント市内
自主研修を行っている。
( 3 ) トロント市内政別自主研修
校外学習の4fヨ自は、生徒たちが班で決めたテ
ーマやキャッチフレーズに沿って練った行程を
実踏するトロント市内班別自主研修であった。多
様なルーツを持つ人々が互いを認め共に暮らす
都市であるトロントの特徴を生かした研修テー
マ、キャッチフレーズ及び行程を決める事前学習
は、 CDの3学期の活動として実漉した。各班は
人々、文化、自然の多様性や共生の様子を見つけ
たり、多文化共生について考えたりできるテーマ
を設定し、訪問先を決定した。現地では、生徒の
自主的な活動に任せた。ショッピングセンターや
テーマに関する施設を見学に行ったり、現地の人 Queen's Universityでのキャンパスツアー
に飛び込みでインタピ、コ叩ーをしたりするなど、積 内容は、日系カナダ人三世のオードリー小林教
極的に活動する様子が見られた。街散策の時1司は 授による「カナダ日系人の歴史と多文化共生j に
実質5時間程度と短かったため、更にホストファ
ミリーにそのテーマについて話を聞いてみる生
徒も見受けられた。
事後学習は、カナダ・トロントだからこそ見ら
れたこと、日本との違い、そこから自分たちが学
んだこと、今後の日本社会や、自身の生き方、
活にどう活かすかをまとめ、 PPTを用いて発表す
る形式で4月に実路した。今後の日本社会や自身
の生き方について考えるという課題は、 2年次科
医 iT-GAPJにおいて身の回りの社会を構成する
員として自分に何ができるかを考え、アクショ
ンを起こすという活動へつなげることを意識し
たものである。
(4) Queen' s University訪問 (SGクラス)
トロントから車で 3時間の距離にあるキング
? ー
関する特別講義、 によるキャンパスツアー、
学食体験、日本語コース履修学生との Language
Exchange (交流会)である。限られた滞在時間
ではあったが、海外の大学生活を体験することが
できたほか、事前学習で学んだ自系人の歴史と現
在のカナダの多文化共生のあり方について考え
を深めた様子がうかがえた。
3 実施上の課題
今後一層充実した校外学習を計画・実施してい
くために検討すべき課題について順に述べる。
( 1 )ホームステイ
前指導が十分ではなかったことが課題とし
てある。 心構えと生活の中で必要となる英語表現
については、必修の英語の授業や事前学習の中で
学ぶ機会を設けたとは思っていたものの、コミュ
ニケーションが上手くし1かずに苦労していた生
徒も見受けられ、十分で、はなかったと言える。基
本的に今回のホストファミリーはホームステイ
の受け入れ経験が豊富で、本校の生徒の稚拙な一英
語もわかろうと努力してくれていた。しかし、直
接的に意見や希望を伝えることを求められる英
語でのコミュニケーションに慣れず、ファミリー
が自分の困っていることやわからないことを「察
してJくれないことに対して不満や不安を感じた
生徒もいたようであった。その内向的な態度は教
員の想定を上回っており、相手に自分の意思を伝
える力にも未熟な部分があった。心構えや英語の
会話表現について学ぶ事前学習に多くの時間を
害1]くべきであったと考える。また、それらのスキ
ノレについても引き続き指導していく必要がある。
さらに、ホストファミリーとの会話を有意義な
ものにするツールとして活用することを期待し
て所持を禁止しなかった携帯電話・スマートフォ
ンを用いて愚痴をこぼす生徒も散見された。今や
日常生活の中に当たり前にあるデジタルデ、パイ
スを有効に使いながら、言語や文化の墜を越えて
コミュニケーションを取る力を身につけてほし
いと考えていたが、教員の意図が十分に伝わって
いなかったようである。デジタルデ、バイスを安易
に禁止するのではなく、コミュニケーションを促
進するツールとして適切に使用できるよう、事前
学習のあり方を考える必要がある。
( 2 )自然体験活動 (3コース)
自然体験活動について課題を挙げるとすると、
現地インストラクターの対応の差である。
CAMP TAWINGOは現地の小中高生が自然活動
を行うための教育施設ということもあり、イン
ストラクターが生徒を指導することに熟練して
いた。校外学習として実施しているという意図
も十分に伝わっており、ただ活動するだけでな
くチャレンジを課すなど、生徒への芦がけや、
サポートも適切であった口一方で、スキーやカ
ーリングのインストラクターは教育関係者では
なく、非英諮問:語話者に対する指示の出し方に
慣れていなかったせいか、生徒の混乱を招いた
こともあった口基本的に現地での指示に基づく
対応となったため、クソレープ分けなどにH寺聞が
かかり、体験時間の長-さに差が生まれたことも
あった。校外学習の一環であることから、ただ
楽しむだけにならない活動にすること、非英語
同:語話者ということを配慮した接し方を先方に
依頼できれば良かったD
( 3 ) トロント市内班別自主研修
自主研修は、トロン卜郊外のホームステイ先か
ら都心への移動の時間がかかるため、 10時から
15 n寺という正味5時間の短い活動として設定せ
ざるを得なかった。その中で、昼食に時間が割か
れてしまい、計画していた活動が十分にできず、
予定を変更した班がいくつか見られた。 {flJえば、
多くの生徒が行程に組み込んでいたイ一トンセ
ンターのフードコートは想定を上回る混雑具合
であったために座席の確保が難しく、昼食を取る
のにもH寺間がかかってしまった。計画段階で昼食
の時間をずらすよう助言したり、行程そのものに
ゆとりをもって作らせたりする!必要があったと
?、 ぇ? ? ?
また当日の動きや実際の行程について、事前学
習で学んだこととリンクさせることが十分では
なかったことも課題の 1つである。カナダ・トロ
ントの多文化共生については事前学習の段階で
多くの時間を割し 1たこともあり、多くの班がテー
マや着服点に選び、意識して街の人々の様子を観
察できた。よって報告会では、多文化共生のあり
方について語る班も多かった。その一方で、 rc
DJで2学期に行ったカナダリサーチで得た知識
や関心が自主研修の活動内容につながった班は
少なかった口さらに特定のテーマについてカナダ
と日本を比較した現も多かったが、そもそも日本
に関して十分に知識はあるのか、その認識は正し
いのか、ということについて事前に指導する余裕
がなく、自身の日本での限られた情報のみで事実
に基づかない結論に至った班もいくつか見受け
られたD
。 。
(4) Queen' s University訪問 (SGクラス)
Queen's University訪問では、過密スケジュー
ル、事前学習の不足が課題で、ある。同じオンタリ
オ州とはいえ、 トロント市内からもホームステイ
先のバリー・オリリアからも離れていることから、
早朝の出発にしても滞在時間を短くせざるを得
なかった。その中でも先方のご好意で多くのコン
テンツを設けることができたため、忙しいスケジ
ュールになってしまった。特に前日の長時間のフ
ライトで疲れたせいか、慣れない英語での講義や
キャンパスツアーの説明を諦め、注意力散漫にな
る生徒も見受けられた口旅程の関係でこの日程に
せざるを得なかったが、もう少しゆとりをもった
スケジュールを組めたら良かったと考える。
また、このような特別プログラムを組むにあた
っては、生徒の実態、に合わせた事前学習を充実さ
せるべきであった口特に講義のテーマだ、った「日
系カナダ人の歴史j は iCDJでのリサーチトピ
ックの 1つであったことに加えて、 SGクラスを
対象とした英語の授業で何度か取り扱っていた。
しかし一部の生徒が質問をするに留まり、あまり
定着していなかったようである。ただ知識を与え、
現地で理解を深めるための質問作成を宿題とし
て任せるのではなく、事前学習として時間を十分
に確保して取り組ませることで、一層充実した大
学訪問にできたのではないか。
4. まとめ
以上、本年度のカナダ校外学習についてプログ
ラムごとに述べてきた。「産社JI C DJの学びを
踏まえ、校外学習に臨んだ生徒たちは、現地での
体験を通して多くのことに気づいた。校外学習後
に、異文化や異なる価値観について感じたこと、
多文化共生で印象に残っている場面とその理由、
今後頑張りたいことという 3項目でふりかえり
を書-かせた。その一部を以下に引用する。
[異文化や異なる価値観}
・自分の目で見て、 1若いて、 体験したことから多くのカナ
ダの!魅力を見つけたと同時に、カナダで 1週間過ごした
からこそ気づくことができた日本の良さもあった。様々
な人々が共生するカナダと、独自の文化を伝承し続ける
ことができた日本の交流が一層深まればいいと思う。
・校外学習を過して感じたことは、常識は世界共通ではな
し、とし 1うことだ。
(カナダでは)不親切ではないがおせっかいをしないの
だ。どちらの国のほ うが良いとか相手を考えているとか
ではないが、 そうい うところの文化や価値観の差を実際
に感じることができた。
[多文化共生1
・LGBTのカップルを街中で見かけた。彼らはとてもオー
プンで幸せそうだった。人と違うこ とを怖れて自分を隠
す人も少ない。カナダ人は個人の自由を尊重し受け入れ
ることで多文化共生を可能にしているのかもしれない0
・カナダに来てみて、違いを認めることがそんなに難しい
ことではない気がした。ただ、 色々な文化を学ぼうとす
る積極性をカナダ人はすごく持っていると思う。
. 1人の人として、カナダに We1comeされ、でも日本とい
う自分の国に誇りを持って生活できた。それはとても居
心地が良かったし、大切にしてくれて嬉しかった。
fOO人」だと思う理由とか定義とかあるけど、そんな
ことはどう でもよくて、 自分の気持ちと、相手を草重す
る気持ちが良い国を作っていくのかなと思った。
-違いを認め、 「差j をなくすというのがあると感じた。
「差Jをなくすというのは、 「違しリの差ではなく、そ
の「違しリを取り巻く環境や考え方の 「差jである。そ
れをなくすことは「多文化共生j していく上で最も必要
ではなし 1かと感じた。それに対して日本というのにも考
えさせられた。
[今後頑張りたいこと }
-相手を知るよりまずは自分を知ってから周りを見れる h
γ) ように出来たらいいな、と思った。たくさんの人と
多く関わって、今まで知らなかった自分を見つけたいと
今回のカナダで強く思った。
・カナダ人は自国を大切にしつつ、他国のことも大切に出
来る優しい人だと思う。またフレンドリーで相手の良さ
をたくさん見つけることができ、誰に対しても平等に接
することが出来る人だと考える。私は内気なところがあ
るから、カナダ人のよ うに積極的にコミュニケーション
をとれる人になりたしL
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-どんな人や物でも勝手に固定観念、にとらわれず、色んな
面で見て、一つでも良い所を見つけることが大事(中略)
日本では自分たちより少しでも違う人は受け入れてく
れない傾向があり、自分もそうなってしまうところがあ
った。しかしこれからは一歩踏み出して勝手な思い込み
で相手との関係を断ち切ってしまわないようにしたい0
・今後は、出かけた先で医!っている外国人観光客に自分泊、
ら声をかけるなど、今回カナダ人にたくさん助けてもら
ったよ うに外国人を助けて自分の英語力を高められる
ようにしていきたい。
-異文化や外国人、他人をもっと理解して、どうしたらみ
んなにとって良くなるかを考えていけるようにしたい。
自分のことも理解してもらえるようもっと自己主張を
していきたいと思った。
-自分ひとりでは大きなことを動かすのは難しいけど、視
野を広く常に持つことは自分ひとりでもできる。グロー
パルライフ(科目名:筆者注)や産社でもさんざん学ん
だが、月九でより感じられた多様性やグローパル社会を、
生活する上で意識して“自分たちだけの日本・世界"に
せず生きていきたい。
校外学習を通して、生徒たちは日本とは異なる
文化や慣習、価値観に触れ、それまで持っていた
常識を疑い、視野を広げた様子がうかがえる。カ
ナダと日本の一方が優れているということでは
なく、自分とは異なる他者にもまた自分と異なる
「正しさj があると認識したようである。
多文化共生社会のあり方については重点的に
指導していたこともあり、ホームステイや市内散
策の中からその実例を多く発見し、考えを深めた
ようである。移民や難民を多く受け入れ、その違
いをネガティブに捉えるのではなく、積極的に相
手を知ろうとすることでより良い共生状態を目
指し続けるカナダの姿勢を学び、 r:j本のあ v)方を
fIj::考するふりかえりも数多く見られた.多様な
人々と共に生きる社会において基本となる姿勢
であり、校外学習の目的である「多文化共生のた
めの視点を養う」ことは達成できたと言えよう。
もう 1つの目的の「地球市民性の早期育成Jに
ついては、積極的にコミュニケーションを取るこ
とや広い視野を持つこと、固定概念、にとられない
ことで他者とつながり働きかけていきたい等の
前向きな記述が見られた。これは、 iC DJの章
で今後の課題として挙げた「多様な価値観の中で
『主体的に生きる態度~J につながっていく。カ
ナダでの経験から、今度は自分が日本に住む外国
人を理解し、サポートしたいと述べた生徒も多く
いた。多係性の中で生きることを「自分ごと」と
して認識している生徒は校外学習を経て確実に
増えており、その延長線上にコミュニケーション
のための英語力を向上させたいという新たな目
標を設定している者もいる。自分の生きる社会を
多様な人と歩む場にしていきたいといった記述
が少数でも見られたことは成果と言えよう。
v. 終わりに~本年度の成果と課題~
木年度の「産社Ji C D Jでは、これから学び・
生きていく上での原動力となる意志や興味・関心、
知的好奇心を引き出し、育てることに重きを置い
てカリキュラムを計画した。また単元の構成にお
いては学期ごとに主題を設定したが、これは生徒
だけでなく指導にあたる教員にとっても目的が
明確になるという意味があった(資料⑦[a J)。
指導や活動がしやすい一因には、各単元の関連性
や継続性、系統性を考慮して年間の中に配置した
ことも考えられる。「産社Jは交流や体験、 rC DJ 
は調査と活動形態、は異なるが、高IJ担任も指摘して
し、るように両者が相乗効果を生み(資料⑦[c J)、
年次目標により近づきやすくしているのではな
し1カ、。
もちろん成果だけでなく、それぞれの章に記し
た通り計画段階や実筋上の問題点もあった。 24
期生担任回では卒業までに身につけさせたい 10
項目を決め、生徒がどの程度それらに近づいてい
るかを測るため、入学前と 1年次3月にアンケー
トを実脆した(資料③)。それによると、自己の
生き方や自主性、困難に立ち向かう態度等に関す
る項目②~④や、自分の意見を他者に伝える力
(項目⑦)は全般的に上昇しているが、課題発
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見・問題解決(同⑤)、知的好奇心・未知への挑 働きかけていきたい。
戦(同⑥)、リーダーシップ (1司⑬)に関する項
目は変化があまり見られなかった。さらに、他者
理解やより良いチーム作りなど、他者との協働に
関わる項目③⑨では数値が減少している。
社会に出たH寺に一人きりで行う作業はほぼな
く、その作業を行う構成員は自分で選べるわけで
はない。言わば、その場のメンバーで、最良の結果
を出すしかない口本校の学習で‘クツレーブ。活動を多
く設定しているのは、社会で、生きていくために必
要な力を身につけさせるためである。高等学校で
は求められる内容が高度になる反面、教員の介入
は中学校より少なくなり、活動がうまくいかなく
ても自分たちで何とかするしかない。そう考える
と、このアンケート結果は現状の活動で満足して
いないという生徒たちの向上心の表れととるこ
ともできる。教員としても意義あるグループ活動
が行えたという実感を生む方法を工夫していく
必要があるだろう。
今回は校外学習前にアンケートを実施したた
め、校外学習を経た生徒たちの変容に関する詳細
は次年度の íT~GAPJ とあわせて報告したい。
f産社Jで|きらの生き方を考え、 iC DJで多
角的なものの見方の重要性を知った生徒たちは、
カナダで体験と知識のギャップに気づくととも
に多様性を体感し、唯一絶対の価値観がないこと
を知った。今後は、まず自分は何をすべきなのか、
何ができるかを考えさせたい。そのためには、新
聞やニュースなどのメディアを活用し、身の回り
のことや地域社会、地球レベルの事象を知る必要
があるが、 1年次の段階では非常に関心が薄いの
が現状である。各々の興味は、まだ身の回りの小
さな対象か限られた側面からの見方に過ぎない。
若い時期、特に高校 3年間のうちの 2年次では大
きな視点と健康的な野心をもって、背伸びをして
でも広い世界に興味を持ってほしい。その興味が、
様々な人・もの・機会・価値観に出会えるチャン
スを生むからで、ある。このことを 2年次から始ま
る選択科目や íT~GAPJ の中で体験させ、 「全局
面的人間」としての資質向上につなげられるよう
-21 -
【資料①]i産業社会と人間J年間指導計画
H29産業社会と人間年間指導計画
各1キ|恨の内容
No 月 [:1 主題 É~1..7L 
6H寺1I艮511~i'I浪
。4 18-11 自然体験を通して友情を深める コミキャン コミュニケ均一ションキャンプ
4 14 「産業社会と人rlJJを士nるj オリエンテーション 科目耐
つ '1 12 (士:) 生物育成を通して命と生活を考える 協同体験 住:社菜凶作:り(稀蒔き)
3 4 28 将来のタ:を見つける、米~その cl 分と向き合う 探求①社会について 自在への階悌①イントロ~夜、のカルテ作成
5 12 将来の夢を見つける、未来の自分と向き合う 保求①社会につし、て 自在へのi晴樹;②~クソレープデイスカッション
一 6 5 26 将来の夢を見つける、ネ;*ー のtl分と向き合う 探求①社会について 自在へのI~γ'③職場・胞設YU5 問斑作り--- ~;十回i
足f:守
J~I 7 6 3(土) 将来の夢を見つける、未来の自分と向き合う 探求①社会について 自主とへのi椅悌④アCロブエツ、ンョナルの話を聞く
8 6 9 科目選択を考える 科目選択 科l三j;W(，主任講話/科目選択の諸注意
9 6 16 将来の夢を見つける、 51ミ~ミの自分と「付き合う 探求①社会について I~I 在への|制弟⑤職場・施設訪問Hrmï~アポ Ily.V) 
10 6 23 *，I.I~I :i玄J尺を考える 科目選択 科目選択刊;附 l~t期J反り返り
1 7 Ill(火) 生物育成を通して命と生活を考える 協同体験・保求① 収穫祭準備&自在への|活相職場・随設訪問直前指導
12 7 Il5(土) 生物有成を通じて命と生i舌を考える 協同体験 菜i亙1I収穫祭(保護者と一緒(こ)
夏期休業tjl 実社会の中で「仕事」を体感する 探求①社会について I~I 在への階H\⑤活動
11WJ休業'!l 実社会の中でf仕事Jを体感する 深求①社会について ~I 在への|法相⑦掠り返り作業
9 将来の夢を見つける、未来の自分と[自iき介う 科目mてt}¥ 自在への|惜悌告)鉱-り返り準備・スタディサポー ト
2 9 8 将来の;多tを兇つける、米来の自分と向き合う i1t路学習 [~I 在への階悌⑨で、デイスカッ、ンョン発表会
3 9 15 将来の)}!，Eを見つける、51ミ来の自分と向き合う 自己・人間耳目解 自在への!街悌⑮ポスターセッ、ンョン発表会
4 9 ツ〉 学問iに向き合い、自らの生きる道を考える 探求②自己について 1!\~限への回廊①イントロダクション・筑波大見学紹介
5 9 29 学問iに向き合い、自らの生きるj茸を考える 開求② I~I 己について 無限への凹蹄②:ì1t路liI~f;t.受験科目の調べ方
6 1 0 6 学問jに向き合い、自らの生きるi蓋を考える 弘三求②自己について 無限へのITlliHi③未聞の才能
r二十1. 
持l 7 I 10 13 学問jに向き合い、自らの生きる道を考える 探求②自己について 1!\月 I\E~への回廊④筑波大見学
8 110 20 科目選択を考える 探求②自己について 科目1咋ガイダンス
9 10 27 学flに向き合い、自らの生きるj宣告と考える 探求② I~I 己について 1¥f: I浪への回廊⑤雨対話
10 1 10 科目選択を考える i主"探耳Hfíj!l~ 1¥1 !vIS来校準備(産社・キャリア合間企画)
1 1 21火 学問に向き合い、 r~1 らの生きる道を考える 探求②自己について 特別支援校どの交流会
12 1 24 他者との関わりから、生き方をf考える まとめ・探求③ 2学期i振り返り・ ff~起の海でι:きるために①イントロ
1 I 12 科目選択/他有ー との関わりカ、ら、 I.tき方を考える 科目選択・探求③ 授業時間害1I入力 !縁恥海で生きるために②
2 I 12 6* 他者との関わりから、生き方・を考える 探求③つながりについて 縁起の海で生きるために③「自分をめぐる縁起j作成
:3 1 12 15 他者との関わりから、生き方を考える 探求③つながりlこついて 縁起の海で;~I".きるために④「私の人生論j作成
冬期休業 {血者ーとの関わりから、生き方を考える 探求③つながりiこついて 「私の人生論j宿題
4 12 他者との関わりから、生き方を考える 探求③つながり(こついて r :f:L、の人 ~L Ti前ìJ IIR発表①
5 19 他者とのほlわり治、ら、生き方を考える j当日:1ミ③つながりlこついて 「私の人 ~Iφii(ïûJI.m発表②
法~:
月i6 26 他者ーとの r~Jわりから、生き方を考える 探求③ゥながりについて 旬、の人生論JHI<発表③・取り返り
7 2 2 他者との関わりから、生き方を考える fh:;jミ③つながりlこっし、て 「紅、の人生i命J{I'次発表会
8 2 9 1年間の学習内容を振り返る まとめと発表 研究大会準備&リハーサル
9 2 16 1年間の学習内容を振り返る まとめと発表 研究大会発表会前日準備
10 2 23 i年間!の学習内容を発表する まとめと発表 iUf究大会
11 3 2 1年間iの学習内容を振り返る 全体まとめ 問一~1'J ~(~\ tli .振りj亙り
? ?? ?
【資料②】「産業社会と人間J• r生き方カルテj を作ろう
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【資料④]rキャリアデザインJ年間指導計甑
各H寺限の内容
No n !ヨ 主題 [j!)じ
JI寺i現 21寺限
4 21 科目を矢IJる 科目ガイダンス 科目の目棋と内容、 I~-CAIコ受験
2 5 13 リサーチガイダンス① 段業・生活系、工学・人文系の研究の特徴
5 27 リサーチガイダンス② テーマの決め)j、レポー ト・発表のマナー
4 6 2J 個人司1B1i:① テーマを決め、計四を立てる
，・-こf:・ ら 6 10 筑坂で、学ぶ基礎をつくる・ 個人調査② 複数の資料で制ベる
WJ 社会に目を向ける
6 6 17 個人制査③ 複数の資料で制べる
7 6 24 個人制査④ ;陸数の資料で制ベる
8 発表/レポート作成 調べた内容を発表し、討議する
9 7 14 発表/レポート作成 発表時の助言を参考にレポートを完成さぜる
7/20レポート提出
一一ー-10 9 ? スタディ・サポートテスト 一一一一一一一一一
I1 9 16 レポートを読み合う 相互評価を元にレポ トーを推舷し、提出する
12 9 30 カナダリサーチガイダンス カナダに関する講義、文献講読の方法をj;{lる
13 10 
椋々な人・世界との交流を過して、
文献講読① 出:とテー マを決定する自分を見つめi直す
14 10 14 文献講読② 資料作り・発表準備
よミ~
WJ 15 10 21 文献Sl/i:読③ 文献講読発表①
16 10 28 文献論説0(lI;Ju/ 文献訊読発表②/カナ夕、リサーチガイダンスカナタ'リー i)ーチ①(21m
17 I1 4 
※1ハoC金.ifI_社)!¥IMS交流準{liI カナダリサーチ② 調査・資料作り
1 ~ヲ I1 1 人IMSMl2et日noGreet! 筑波大東南アジア留学生との交流
19 I1 18 カナダリサーチ③ 分日!f)3Ij発表会
2J J 2 9 ※J 2/8 (金・産社)発表会準備 カナダリサーチ③ 分野混合発表会
22 12 16 
その他、umのJ1!f1:l1にも校外学官m1i1ーの前面加を カサタリサー チ0(JI;N)/
発表ふりカ通えり/活動に関するガイダンスnっている。 l当J:i)F修行r!i':lhx①(21沢)
23 13 iW{i)fほ試 一一一一一一一一一一
24 27 自主{i)F修行政作成② 8ク。ルー プ。lこ分かれ、計|図書ーを作成する。
25 2 3 自主研修行程作成③ 計図書提出、発表会準備
26 2 10 多機なfl~からなるtlHIJの中 で、とずう生き ・ 卒業生と詰る会 一一一一一一一一一一
27 2 17 
行動すべきヵ、を考える
臼主研修行程作成@ 自主研修行程発表会(研究大会)
28 校外学習事前準備、直前指導
3月~
:30 校外学習
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[資料⑥]rカナダ校外学留J日程表
日程概要
尽日
113月13白
(火〉
都市名
羽田空港
羽田空港
時間l交通機関 iJ 1皇
1 5:30 I AC006 I羽田空港(国際線ターミナル〉 に集合
18・40I 専用姦 |エアカナダ直行便にて、 トロント空港へ
トロント郊外
トロント空港 I 17・40
19:00 到着・入国手続後、空港内&空港近くのフードコート
にて夕食(各自〉
〔ヒルトントロント エアポート宿泊〕
食事・宿泊
機内食 (2回〉
タ'各自
〔生徒:空港桁}し]
〔穀員:室潜桁JvJ 
213月14日
(水〉
キングストン
OR 
トロント市内
トロント郊外
(j¥'リ一周辺〉
終白 専用車 1 <<キャンパスツフフー& ト口ント市内Ivl別研修》
①号車 (0組〉
キングストン:クイーンズ大学訪問〈終日〉
朝:ホテル
思:各自
②~④号車 (ABC組〉
AM トロント大学キャンパスツアー&オンタリオ州11ター各家庭
博物館(入場〉
PM イトンセンター周辺にて自由行動(各自昼食〉
313月15日lトロント郊外 l 終日 i 等用筆 1 <<選択アクティピディ&語学研修7。口グ拍》
(木) I (パリ一周辺) I I (希望制コース別選択プログラ心〉
ナイアガラ
トロント市内
トロント市内
トロント空港
羽田空港
1ア目00
ホームステイエリア(j¥'リー・オリリア〉に到着、
ホストファミリーとご苅面・各家庭ヘ
[生徒・車-UATイ〕
[穀員‘ ハーリ…桁JvJ 
朝:告家庭
昼:サックランチ
①スキ一体験 iタ‘各家庭
②力一リング体験&スノーチューピンク、体験 I (生徒:ホムステイ〕
③CAMP TAWINGO"-'力ナ夕、の自然・文化体験"-' I (教員 ハ'リホテル〕
413月16日! トロント市内 1 10・001 専用牽
(金) I I ~ I 各自 I <<トロント市内 班別自主研修》
15:00 I 専用意
朝・各家庭
屋各自
ター各家庭
[生徒トムA7イ]
[教員 析Jvトロント)
513月17日| トロン卜郊外 | 終日
〈土) I (j ¥'リ一周辺) I I Iホストファミリーとの思い思いの休日
朝・璽・タ:各家庭
〔生徒:ホームステイ)
[教員:肘JvトOJ卜〕
613月18臼
(日〉
《ナイアガラの滝観光》
ホストファミリーとお別れ、集合揚所よりパスにて出 |思.各自
発、ナイアガラへ
テーブルロック&ジャー二一ピハインドザフォールズ
(滝の裏側入揚〉
クリフトンヒル周辺にて自由行動(昼食・買物〉
終日 等用~ 朝:各家庭
タ.ホテル
[生徒:桁JvJ 
[教員.析JvJ 
ア13月19B
(月〉
1ア:00
(※希望者のみレインボーブリッジ国境越え体験〉
〔夕食〕ホテル宴会場にてパイキング(予定)
? ??
専用車 iホテル出発、専用車にて空港へ |朝・ホテル
iトロント空港より、工ア力ナ夕、直行便により空路帰国 iAC005 I 一 i機内食 2回'の途へ ' 14:35 
813月20日
(火〉
16:55 羽田空港到着・入国手続後、解叡
27 
【資料⑦】副担任から見た 24期生の実践
1年次の担任問として本年-度の実践にあたってきた副担任が、「産業社会と人間JIキャリアデザインJ
に取り組んだ生徒の様子や計画・運営上の成果や課題を記した。
[ a ]今年度の「産業社会と人間(以下「産社J) では、これまで一年間の大きな 1つのストーリーとして進められてい
たものを三郎に分けたことが興味深い取り組みだった。この取り組みは生徒だけでなく何度も授業を作ってきた教師側に
も影響があった。一年間を三部に分けたことで、以前は長い登奴のように感じられたプログラムの流れが階段状に変わり、
段階の変わり目が明確になった。それにより授業の目的と、その目的に対する切り替えが個人的には行いやすかった。
印象に残った「産主LJ・「キャリアデザイン(以下、 ICOJ) J のプログラムとして以下の 3 つを挙げたい。 まず、[産社~ J
の保護者による講演である。保護者が授業を参観することはあっても、講師として生徒に講演をするのはこれまでになく
新鮮だった。学校-という場で教師と保護者がタッグを組み、形となった点が面白かった。次に、同じく「産社jでの職場-
j迩設訪問で‘ある。体験先を自分たちで探すことそのものが学習になっていた上、自分たちで決めたことへの責任も生まれ
た。一方で職場ごとにプログラムの趣旨の受け止め方に違いがあり、充実した体験ができた生徒もいれば、そうで、なかっ
た生徒もいたようである。最後に IC DJから IAlMS学生との交流」を挙げる。不安と言葉の墜をj越え、他者との交流
ができた。まさに体験から学ぶプログラムであり、多くの生徒がコミュニケーションを取ることの楽しさを感じていた。
(数学科 小津真尚)
[b J 24期生「産社!の間際は、①「分別度j を高め自在にあやつる、② 1年間を通して自分の未来や幸せを考えると
設定されている。つまり、 l年間で多くの活動を経て、多くの経験をし、今後の人生について考えることを自探としてい
る。しかし物事多く経験を積ませれば良いわけではなく、生徒一人ひとりがその体験から得た知識や知見を今後の活動や
生活に活-かせるように、ひとつの物事に対して考えさせる時間をもたせること、活動を過して丁寧にフィードパックをす
る必要性を感じた。
「産tLJの内容は、社会出角午、自己・人間理解、進路学習の 3つに大きく分けることができる。そのうち進路学習の中
の「私の人生論j を考える単元において、大きな変化がみられた女子生徒を紹介する。女子生徒は入学当初から学校を休
みがちで、人間関係や勉学の悩みを抱えていた。本科目の特性_1-.、クソレープ活動が多いため、同じ班のメンバーとの関係
を構築できない姿も見受けられた。また、自身の人生観について漠然と考える節もあり、今後の生活に希望を見出せずに
いた。木単元はこれまでの授業形態と異なり、自分がし、かに自分を見つめ直せるかに重きを置いており、生徒ひとりで行
う学習形態である。これが、今まで友人に諮ることができなかった気持ちのうちを悩すきっかけとなり、更には自分の思
考を深化させた。クツレーブ。活動の際にも単元ごとに自分で考えるl時間を設けている。その個人のi時間が不十分だ、ったのか、
個人活動の後にクVレーブ。活動が控えていることを知った上で周聞の友人に流されてしまったのか、実際は明らカ九ではない。
しかし自分自身と対話するfI~j:間を設けたことがこの女子生徒の変化につながったと考えられる。
I C DJでは、 1学期に行った個人調査に焦点を当てる。 1学期当初の生徒は、与えられた課題をただこなす・受け身
の姿勢であった。リサーチガイダンスを経て、研究の身近さ、身の回りの疑問点からM先に発展することの面白さを知り、
探究心が上がったように思える。しかし研究に対してそチベーションが上がったものの、行事の都合で日にちがあき、研
究意欲が高い状態で個人制査に取り組めなかったことは反省点の 1つである。個人訪日査では、 [1:1学校では学んでこなかっ
た研究の基縫や客観性の重姿さ、レポートの書き方までもが指導の純聞となる。削教材『学びの技』に準じて指導するた
め、生徒の最終レポートの出来栄えは、教員差の生じないものとなった。 1名の教員に対して 20名の生徒が答1)り振られ
たが、 6日間の授業時間内で十分に指導可能な配当であった。最終レポートの提出を終えた生徒の振り返りのコメントヵ、
らは教員の指摘以外にも自身の気づきが多々見られたが、これらは研究 ・レポートのみならず普段の生活にも生かせるも
のであった。(家庭科 山本直佳)
-28-
[ c ] 24 ~羽生のカリキュラムでは、「産社j において向日手を知る・受け入れる・それぞれを生かすj こと、 ÎCDJ に
おいて「知識・リサーチスキノレ・分析(批判的思考)・判断」を育成し、課題設定から試行錯誤を繰り返すことで、実践・
解決を自ら行動する力を養うことがiヨ指されている。
I i主社Jについては、 1学期の「自在への除去梯Jでの生徒の変容に着目する。夏休みに、ある現場を訪問し、体験する
活動があった。ここに至るまでに、生徒一人ひとり将来を見据えて自身のカルテを書き、興味関心lこ基づきグループ。を作
り、訪問先を決定した。活動後のふりかえりでは、 fもっと自分自身で考えて、自分が木当に好きなことを見つけて進路
を決めたいと思ったJ、「選択のl隔が広がった」、 r(訪問した分野に今までは)興味はなかったけど、今回、自分の新たな
可能性を感じることができましたJなどの記述が見られた。実際に五感で体感したことから、自分の将来の選択を幅広く
考えることができるようになっている生徒も多かった。訪問後に行われたポスタ)セッションでは、訪問先についてメン
ノくーと協力してポスターを作成、発表し、感じたことを伝えること・聴くことを通して、「現場」の共通点や特殊性を見
出すことができたと考える。この単元では、「現場Jについての興味関心の深化のみならず、メンバーとの協働を通して、
自己の在り方生き方についての認識を深めることができたので、はないか。
I C DJについては、 2学期のカナダリサーチを取り上げる。生徒のコメントや調査・発表の様子から、]学期jに学ん
だ調査や発表におけるスキルについての認識が、カナダリサーチで深化したと見ることができる。しかし、個人廷はある
ものの、スキノレが完全に身についているとはいいがたい。ふりかえりでは「積極的に取り組めたが、発表等の改善点が多
しリ、「カナダへの興味・関心は持てたが、発表がし、まいちだったJ、「日本と比較があまりできていなかった気がする。他
の発表を開いて、以前より、カナダに対して興味や知りたいことが増えた」などの記述がみられた。また全体を通して、
最低限守ることとされた「段落のある文章・引用のルール・発表のマナーJについての課題を挙げている生徒が散見され
ることから、この点に関する改者は必要で-あるように考える。今回、カナダリサーチでは発表の機会が計3[ヨ設定された。
この 3回で内容も発表スキルの修正も見られたが、時間の制約の中で、発表ごとに振り返りを生徒の中で分析・反省をす
る機会を設けることも改善策の 1つになりうるのではないか。
最後に「産社j と IC DJは百IJのコンテンツであるが、進んでいくにつれ、それぞれで、学んだことが生徒の中で融合さ
れているように思う。 2つの学習活動の成i果が相乗効果を生んでおり、今後の自分自身を見つめることやカナダ校外学習
での活動でもいかされると考える。(地位公民科 高知I啓一)
[ d ] I産社Jが導入され約四半世紀、社会人講話やl職場体験は必須の単元として取り入れられてきた。しかし導入当時
は生産性の低下や安全l生などを理由に、社会からは受け入れられない状況にあった。よって講師や職場は学校が準備し、
それを生徒が選択する形をとってきた。ところが企業が環境への配慮を前面に打ち出すのと同時期に、社会貢献や地域貢
献に取り組む企業がふえてきた。その結果、職場体験等は実施しやすくなったものの形骸化してきたことは否めない。
そこで、今年度は生徒自身が①希望する場所を選び、②共に体験する仲間を募り、③クマノレーブOで、相談し企業などのアポ
を取って訪問するといったスタイルに変えた。担当した班を見る限りでは「学校からの依頼でないと受け入れられないJ
f対応できなしリといった受け入れ先の問題や、意見がまとまらず訪問先が決まらないケースも見られた。その結果、既
成の体験講座や施設見学をネットから探し申し込む班があったのは残念であった。ただいくつかの間題点はあるが、生徒
が訪問先を開拓することは今後も続ける価値がありそうで、ある。
r CDJのカナダリサーチでは、担当をくじ引きで決めた。これはテーマもメンバーも無作為に決められるという試練
(ミッション)を過して1制動する力をつけることを目標とした。発表会というタイムリミットがあったため多くの班は協
働を余儀なくされる中、調査・パワーポイント・発表と仕事を分担したり、各班員が調査を行い一人ずつ交代に発表し、
お互いを干渉したりしないよう進めた班もあった。さらにある班は、当日公欠者や病欠者が出て発表者が一人しかおらず
「自分のところ以外はわからないのでパワーポイントを読んでくださしリという発表になった。また、調査や発表も回が
重なるに連れ充実していったが、カナダの比較対象としての日本の調査が不十分であった班もいくつか見られた。
29 -
「産社Jや iC 0 jだけが本校におけるアクテイブ ・ラーニングではないが、この前j者が生徒の能動的学習力を育てて
いるのは確かである。その要凶となっているのが協働ではないだろうか。これらの学習活出jで行われるグループワークは
ま さに協働の体験で‘あ る。同 じ方向を Íl J し、た生徒同士の ItjJ働もあれば、 ~f~なったベクトルを宇!fった者によ る 協働もあり、
i制動を通して生徒たちはこれまでにない力を身に付けている。しかし、このような力は[産社Jや iC Dj以外の科目で
も得られないわけではない。この 「産社:Jや iC DJで必要なもう一つの協働とは教師の協働である。他の科目、他の授
業でもチーム ・ティーチング (TT)は実胞されているが 「産社Jや iC 0 jのように担任問8名で展開される科 目は数
少ない。そのためには毎回の打ち合わせや議論が必要になるのだが、それを通して、また授業を行うことにより担任回が
活性化 していく 。TTにあたり教師1H1Jの協働ができているこ とが、生徒の協働力さらには真の学力の育成につながるので
はないだろうか。また、指導者自身も協働を通して自らの教育力を向上させることになるのである。(農業科 嶋間昌夫)
{資料⑧}事前アンケートと年度末アンケートについて
アンケートは入学者説明会 (平成 29年4月3日、162名)と校外学習出発前の 3月(平成 30年 3月2日、
158名)に実施した。各項目について r4 :そう思うJから r1 :そ う思わなしリ まで4段階で回答させ、
さらに肯定的回答を選択した者には、その力や姿勢が学校生活のどの活動や場面(例:r産業社会と人間Jの
大学見学、部活動など)で特に発揮されたか、あるいは身についたかを複数回答で泣い、た。全 10項目 と結果
は以下の通りである。 なお 、 事前アンケー トでは r~できる ほ うだ」という文末表現で尋ねてい る。
[質ー問項目]
①緊張や不安を感じるような慣れない、または新しい環境の中で自分なりに活弱jで、きましたか
②性格や将来など、自分自身のこ とについて考えるこ とができましたか。
③人に言われてではなく、 自分で考えて行動するこ とができ ましたか。
④困難なことがあってもあきらめず、最後までやり遂げようと努力することができましたか。
⑤課題や問題を見つけ、解決ー や改善に向けて行動する ことができま したか。
⑥いろいろなことに興味を持ったり、新しいことへの挑戦を楽しんだりできましたか。
⑦他の人に自分自身の気持ちゃ考えをこ とばで伝える ことができま したか。
③相手の身になって気持ちを理解したり 、助け合って活動したりできましたか。
@メンバーの特徴や状況を考え、よりよいグルーフ。にするために協力する ことができましたか。
⑬グループ。活動を円滑-に行うために、 進んでリー ダーシッブをとる ことができま したか。
[結果]
種目IJ/回答 4 3 2 平均 種別/回答 4 3 2 平均
事前1 62 63 25 10 3.1 事前6 81 60 16 4 3.53 
事後1 54 76 21 6 3.13 事後6 79 52 20 5 3.31 
事前2 56 78 25 3 3.15 事前7 36 59 48 19 2.69 
事後2 95 48 1 3 3.5 事後7 51 59 42 4 3.01 
事前3 10 80 65 7 2.57 事前8 49 92 15 6 3.14 
事後3 33 72 46 5 2.85 事後8 37 80 32 7 2.94 
事前4 39 82 32 9 2.93 事前9 58 84 16 4 3.21 
事後4 46 77 28 6 3.04 事後9 46 66 36 6 2.99 
事前5 23 89 44 6 2.8 事前10 22 51 61 28 2.41 
事後5 33 74 41 5 2.88 事後10 22 44 61 29 2.38 
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